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1．はじめに

　デジタルファブリケーション（以下，デジファブ）技術

は建設業界以外でも，医療や福祉など様々な分野で活用さ

れ，行政でも取組が行われている 1)．また，個人で利用で

きるファブリケーション施設や大学の設備として，3D プ

リンタやレーザーカッター等が使用できる環境が増えて

いる 2)3)．一方で , 材料や機器に対する知見や専門知識を

有する人材が希薄であることや，危険性や難易度に対する

先入観から利用が憚られている．

　このような背景から，学生が演習課題を通してデジファ

ブの理解を深めること，デジタルと材料とデザインのよう

に専門を横断した設備や指導の普及を目的とし，それによ

って今後のデザインの拡張に繋げることを図った授業を

計画した．本稿では，授業内容と授業内で実施したアンケ

ート結果を報告する．

2．課題について

	 課題は２回生以上の秋期（後期）の選択必修科目にて実

施した．主に建築情報学について学ぶ講義であり，座学・

演習課題・授業内テストで構成される．

　本課題は，2020 年 12 月 1 日～ 2021 年 1 月 19 日（年末

年始は除く）の期間，授業回数は合計 5回，授業アシスタ

ントは 3人，課題内容は「文具や携帯などの身の回りの小

物を収納できるステイショナリー」とした．

　制作の流れは図—１1）である．グループの決め方は，全

員が 3D モデルを作成し web 上の 3Dviwer(sketchfab) に

アップロードした後，授業内で上位の作品を決定した．

上位の作品の製作者を中心に，１グループ 5 ～ 6 人（合

計 11 グループ）とし，グループ内で作業担当を決めた．

COVID-19 の影響により使用時間や場所の制限から，リモ

ートでの打ち合わせ以外 ,1 作業につき 3 人以下に制限し

た．また，2回目の作業は実施を断念した．

　機器や材料については，3D プリンタは積層タイプ

，素材は PLA フィラメントを使用した 2）．モデルのサ

イズは 3D プリンタの出力可能サイズに合わせ，最大

295mm*195mm*330mm に指定した．モルタルの配合は，水セ

メント比を 35％に指定した．また，アンケートは１回目

の制作（図—２）を終えたのち，最終講義にて実施した．

3．授業アンケート

3．1. アンケートについて

	 アンケート調査は，5 段階評価と自由記述を併用し，無

記名で実施した．合計58人（履修者65人中）の回答を得た．

図—３は集計結果であり，特筆する点を以下に述べる．

デジタルファブリケーション　授業課題　アンケート

3D モデリング　3D プリンタ　モルタル　

【作業の流れ】
0. 参加者全員がモデルを作成し，授業内投票にて

　実際に制作するデザインを投票．グループを決定

1. グループ毎で 3D モデルを決定

2. 型枠の 3D モデルの作成

〈エスキース（2回）〉

3. 型枠を 3D プリンターで出力（AIOL※での作業）

〈エスキース（1回）〉

4. 型枠の組み立て

5. 打設（材料実験室での作業）

6. 気中養生

7. 脱型

8. 水中養生

9. フィードバック（ここまでのレポート課題）

〈以降，緊急事態宣言により実施中止〉

10.2 － 7 を行う。

11. 制作過程や使用している様子などの動画作成

12. 実際に使用

【作業分担】
リーダー /デザイン /3D プリンタ /打設 /脱型 /記録 /

プレゼン作成 (動画 )

※大学内にある「ものづくり」
スペース．機会工作や電子工作
に必要な機器や部材やソフトが
揃っている．また，専任の先生
や学生スタッフが在中してお
り，相談・対応してもらえる．
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図—１　課題の流れと役割分担

図—２　学生の成果物



3．2. 結果と考察

　「Ⅰ . 課題に取り組む前の興味」と「Ⅱ . 課題に取り組

んだ後の興味」では，各項目で 3～ 4の評価が高く，項目

同士で比較すると，評価の高低が共通した．実施前後の

変化は，3D に関する内容の評価が高くなった．特に，3D

で曲線や曲面が表現できるようになった点が挙げられた．

また，建築材料に関しては，脱型時にモデルを折損したこ

とから，モルタルの強度や成分比の興味が挙げられた．

　「Ⅲ .課題の理解度」と「Ⅳ .課題全体の評価」では，「デ

ジファブ」の存在や活用事例など，身近に活用されている

ことを知った点が挙げられた．しかし，モデリングソフト

の操作やアプリケーション連携，脱型や打設を考慮した

モデリング，実用性とデザイン性の両立に関して苦労した

点として挙げられ，約半数の理解度の評価が 3以下になっ

たと考える．一方で，脱型の成功，PC 上のものが現物に

なること，グループワークに関して，やり甲斐を感じた点

として挙げられた．

　「Ⅵ . 課題に対する取り組み」については，2 回目の実

施が無くなったことで，作業の不均等を感じる学生が多

かった．また，脱型時のモルタルの折損やデザインの改

善から「ブラッシュアップをしたい」という声や，体験

した学生からは「体験していない学生に体験してほしい」

等の意見が挙げられた．

4．おわりに

　本稿では，デジファブを利用した授業の計画と実施から

授業のモデル化を意図し，学生の理解度や活用の意欲につ

いて調査した．授業を実施するにあたり，学内で実施可能

な設備と場所，材料や機器に関する知識を有する専門教員

の協力が必要不可欠であった．また，それぞれの知識や技

術を，3D モデリングやデザインに反映することが想定外

の難関であった．今回のようなデジファブ授業を成立させ

るためには，デジタルデザインと他分野を繋ぐことができ

る専門教員が必要不可欠である．指導や実施の環境を整え

ていくことで，学生がデジファブを通して身につけた知識

と技術から自由度の高いデザイン表現を可能にし，今後の

建設業界でも活躍していくことが期待される．
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注
1) 課題の詳細は，以下の授業 HP を参照頂きたい．
http://satoshi-bon.jp/2020/11/17/cadcg20-task-d/
2)3D プリンタは「MakerBot	Replicator+」を使用．
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図—3　アンケート結果


